
医療安全管理シンポジウム 

 

電子カルテにおける注射薬誤処方
に対する取り組み 

 

平成24年11月22日    

静岡県立静岡がんセンター看護部 

安全管理担当  中川 麻美  



◆院内報告システムについて   

    意見報告内容 

 

◆検討部会の位置付けと構成について 

  院内RM・QC委員会と検討部会 

 

◆誤処方によるインシデント報告について 

    検討と対応策 

 

    

 

 

 

 

 

 本日の内容 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



電子カルテ初画面 

Notes(ノーツ) 

クリック！ 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



医療安全に関する報告内容 

1 
インシデント・アクシデント報告 
・速報   ・転倒転落報告 

2 続発症報告 

3 医薬品副作用報告 

4 医療機器不具合報告 

5 暴力・暴言報告 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



医療安全に関する組織体制 
 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



１．インシデント・アクシデント（I&A）検討部会 

2．内服薬検討部会 

3．注射薬検討部会 

4．麻薬管理基準検討部会 

5．転倒転落防止検討部会 

6．身体抑制検討部会 

7．チューブ・ドレーン管理検討部会 

8．医療機器安全管理検討部会 

9．告知後サポートマネージメント部会 

10．患者満足度調査部会 

11．急変時対応検討部会 

RM・QC委員会 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



キシロカイン注射液2％100ml・1Vが処方 

インシデント報告（事例） 

正 『静注用キシロカイン2％5ml・20A』を処方 

誤 
３文字検索・「キシロ」で表示された複数の
薬品から誤った用法・用量の薬剤を選択 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



1．電子カルテシステム機能 

 1）薬剤処方時に、薬剤名の3文字を入力する   

  と薬剤の検索ができる。 

 2）同一薬品名であっても用量・用法の異なる  

  複数の薬品が表示される。 

 

2．薬品 

 複数規格や類似名称の薬品が多く存在する。 
 

原 因 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



３文字検索 

 

 

1．オーダーする際に、局所麻 

  酔用と気づかずに選択して 

  しまう。 

 

2．静脈用と局所麻酔用の区 

  別がつきにくい。 

 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



対策検討部署 

Ⅰ＆Ａ検討部会 

情報システム課 

注射薬検討部会 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



過去2年間で計６回のオーダーミ
スがあることが明らかとなった。 
 

同様の事例発生件数について調査 
 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



1．局所麻酔薬にはオーダー時「局所麻酔剤です」 

  というアラートを出す。 

 

2．注射オーダーができないように選択画面から削除する。 

 

3．カルテ上の薬剤名の表記方法を変更する。 

 

 

意見（Ｉ＆Ａ検討部会） 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



1．アラート・メッセージを表示しても多忙時には気付かない 

  ことがある。 

2．『キシロカイン注射液２％100ml』は、注射オーダーしない   

  ため削除すべきである。 

3．静脈用と局所麻酔用の区別が画面上つきにくい。 

4．「局所麻酔剤」と表記できない場合は、オーダーができ 

  ないようにする。 

5．全職員への情報提供・周知事項 

 1）キシロカイン注射液２％100mlは局所麻酔剤であること。 

 2）防腐剤が含まれているため、静脈注射しないこと。 

 

意見（注射薬検討部会） 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



  

電子カルテ追加・修正機能の可能性 
             （情報システム課） 

 
①オーダー時に、局所麻酔薬には「局所麻酔剤です」と   

  いうアラートを出す。 

 ⇒ 

 

②注射オーダーができないように選択画面から削除する。 

 ⇒ 

 

③カルテ上の薬剤名の表記方法を変更する。 

 ⇒ 

 

 

可能 コスト（＋） 

可能 運用上の検討が必要 

可能 コスト（－） 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



対策 

薬品、特に麻酔薬に関して・・・・・・ 
 

選択時に誤認するリスクを減少できる 

オーダー時の検索名称に各製剤の特徴を薬品名
の先頭に表示する 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



変更後の処方画面 
局麻用と表示した 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



変更後の処方画面 

局麻用と表示 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



注射箋と注射ラベル 

局麻用と
表示 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



電子カルテの初画面 

重要なお知らせ 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009年 8月 6日      RMニュース 66号 

院内ＲＭ・ＱＣ委員会＜Ｉ＆Ａ検討部会＞【問合せ先：総務課ＲＭＱＣ担当（内線４３２２）】 

《内容確認チェック欄》各部署において、全員が内容を確認しサインをした後、リスクマネジャーが保管して下さい。 

 

注意：無断で、データの持ち出しや院外発表等への利用を禁止します。 

 

インシデント 

発生 ! 

変更② 一段目に「ダミー行」を追加 
※ 「マイス」で検索した時のみ  

 クリックミスによる誤処方を防ぐため、一段目にダミー行を追加し

ました。（ダミーを選択しても、処方はできません。） 
「マイス」で検索した時には、カーソルを動かして目的の医薬品

（マイスタン錠ｏｒマイスリー錠）を選択するようにお願いします。 

変更① 選択画面の色を変更 
これまでの選択画面では、どの医薬品が選択されているの

かがわかりにくい状態でした。 

今回、選択している医薬品のみを青色で表示し、その他の

段をすべて白色にすることで、選択している医薬品をわかりや

すくし、選択ミスを防止します。 

 

「マイス」という３文字検索で表示されるマイスリー（睡眠
導入剤）とマイスタン（抗てんかん薬）の処方・選択間違いの

インシデントが何件か発生しています。 

そこで、以下のような画面の変更を行います。 

8月11日（火）

から変更しま

す！ 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



1．誤処方などインシデント発生時は、速やかに関係 

  部署、委員会で原因究明にあたる。 

2．あらゆる視点から意見をもらい対策を検討する。 

3．3文字検索による薬剤の選択ミスを防止するために 

  は、選択する時にひと手間かける仕組みにする。 

4．周知すべき情報は電子カルテトップ画面等を用い、 

  迅速かつ確実に情報提供する。 

5．オーダー時の検索名称に各製剤の特徴を薬品名の 

  先頭に表示後してから、処方間違いは発生してい 

  ない。 

 

まとめ 

静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 



静岡県立静岡がんセンター 中川麻美 提供 


